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今
年
度

の
最
賃
改

定
に
向
け

て
、
七
月

二
十
三
日

に
は
、
Ｊ

Ｒ
山
形
駅
・

東
西
自
由

通
路
で
加

盟
組
織
な

ど
か
ら
一

〇
人
が
参

加
し
て
、

一
五
〇
分

間
に
お
よ

ぶ
最
賃
ロ

ン
グ
ラ
ン

行
動
を
展

開
し
ま
し

た
。
署
名

や
シ
ー
ル

ア
ン
ケ
ー

ト
な
ど
を

通
行
人
に

呼
び
か
け

ま
し
た
。

　
シ
ー
ル

り
ま
し
た
。
最

賃
の
大
幅
引
き

上
げ
と
中
小
企

業
支
援
へ
の
強

い
期
待
が
反
映

し
て
い
ま
す
。

　
最
低
賃
金
に

関
す
る
ア
ン
ケ

ー
ト
に
は
二
〇

人
が
回
答
し
、

「
最
賃
を
全
国

一
律
に
す
べ
き

と
思
い
ま
す
か
」

の
問
い
に
六
八

％
の
人
が
「
し

た
方
が
よ
い
」

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
「
人
間
ら
し

い
生
活
を
す
る
に
は
時
給
は
い

く
ら
必
要
で
す
か
」
の
問
い
に

九
三
人
が
回
答
。
「
一
五
〇
〇

円
以
上
」
を
選
ん
だ
人
は
六
五

％
を
占
め
ま
し
た
。
ま
た
「
現

在
、
中
小
企
業
へ
の
国
か
ら
の

支
援
は
十
分
だ
と
思
い
ま
す
か
」

の
問
い
に
は
、
す
べ
て
の
回
答

者
が
「
足
り
な
い
か
ら
も
っ
と

拡
充
す
べ
き
」
に
シ
ー
ル
を
貼

と
答
え
ま
し
た
。
ま
た
、
自
由

記
載
欄
に
は
「
生
活
に
必
要
な

お
金
が
全
国
だ
い
た
い
同
じ
な

の
は
初
め
て
知
っ
た
。
言
わ
れ

て
み
れ
ば
そ
の
通
り
」
（
六
〇

代
）
「
学
費
を
か
せ
ぐ
た
め
に

時
間
を
費
や
し
て
い
る
が
、
勉

学
と
の
両
立
が
難
し
い
現
実
が

あ
る
」
（
一
〇
代
）
な
ど
と
切

実
な
願
い
が
記
さ
れ
て
い
ま
し

た
。

最低
賃金
１５０分間のロングラン街頭行動
シール
アンケート

「時給１５００円以上必要」６５％
「中小企業支援足りぬ」１００％

中
央
審
議
会
・目
安
は
　
　
円
（山
形
県
　
　
円
）

山
形
県
最
賃
は
　
　
円
を
答
申

　
中
央
最
賃
審
議
会
は
八
月
二

日
、
全
国
加
重
平
均
で
三
一
円

（
三
．
三
％
）
引
き
上
げ
と
す

る
目
安
（
本
県
は
三
〇
円
）
を

厚
労
省
に
答
申
し
ま
し
た
。
八

月
一
〇
日
に
開
か
れ
た
山
形
地

方
最
賃
審
議
会
で
は
、
三
二
円

引
き
上
げ
て
八
五
四
円
と
す
る

こ
と
を
山
形
労
働
局
長
に
答
申

し
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
に
な
い
引
き
上
げ

と
な
り
ま
し
た
が
、
急
激
な
物

価
上
昇
に
追
い
つ
か
ず
、
き
わ

め
て
不
十
分
な
水
準
で
す
。

　
県
労
連
は
五
～
七
月
に
か
け

て
、
加
盟
組
織
の
他
、
街
頭
行

動
で
の
聞
き
取
り
や
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
活
用
も
含
め
県
内
の

労
働
者
を
対
象
に
、
最
低
賃
金

に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
に
取
り

組
み
結
果
を
公
表
し
ま
し
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
七
〇
八
人
か

ら
回
答
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
現
行
の
県
最
賃
八
二
二
円
で

は
不
十
分
と
す
る
回
答
が

九
五
．
三
％
に
上
り
、
一
〇
〇

〇
円
以
上
に
引
き
上
げ
る
べ
き

だ
と
の
回
答
が
七
七
％
と
な
り

ま
し
た
。
八
月
一
〇
日
に
答
申

さ
れ
た
改
定
額
は
八
五
四
円
と

過
去
最
大
の
上
げ
幅
と
な
っ
た

も
の
の
、
物
価
高
騰
な
ど
で
打

撃
を
受
け
る
労
働
者
の
厳
し
い

実
態
を
示
す
結
果
と
な
り
ま
し

た
。

　
雇
用
形
態
は
正
規
が
五
三
九

人
、
臨
時
四
六
人
、
嘱
託
三
八

人
、
パ
ー
ト
三
八
人
な
ど
と
な

っ
て
い
ま
す
。
時
給
、
日
給
、

月
給
で
働
く
人
の
う
ち
、
月
給

二
〇
万
円
以
上
が
三
八
〇
人
と

最
多
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
一
日

の
勤
務
時
間
を
「
七
．
五
時
間
」

一
週
間
の
勤
務
日
数
を
「
五
日

間
」
と
し
て
時
給
換
算
し
た
と

こ
ろ
、
一
二
七
三
円
と
な
り
ま

し
た
。
八
二
二
円
の
最
賃
を
超

過
し
て
い
る
も
の
の
、
私
た
ち

が
目
標
と
し
て
い
る
一
五
〇
〇

円
に
は
届
か
ず
、
正
規
雇
用
で

あ
っ
て
も
十
分
な
水
準
と
は
い

え
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

　
自
由
記
載
欄
に
は
、
「
都
会
、

田
舎
関
係
な
く
物
価
が
上
が
り
、

給
料
が
変
わ
ら
な
い
の
で
生
活

は
苦
し
く
な
る
」
「
地
方
は
車

移
動
で
ガ
ソ
リ
ン
代
、
税
金
、

車
検
な
ど
で
お
金
が
か
か
る
の

に
賃
金
が
低
い
の
は
お
か
し
い
」

「
最
賃
が
低
い
県
は
労
働
者
の

流
出
が
大
き
な
課
題
だ
」
な
ど
、

都
市
と
地
方
の
格
差
を
疑
問
視

す
る
声
も
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

医
療
生
協
や
ま
が
た
労
組

高
橋
史
恵
さ
ん
が
意
見
陳
述

「医
療
・
介
護
は
全
国
統
一
免
許
な
の
に

賃
金
格
差
が
あ
る
の
は
お
か
し
い
」

県
労
連
・最
低
賃
金
ア
ン
ケ
ー
ト
　
　
人
か
ら
回
答

「　
　
円
以
上
引
き
上
げ
る
べ
き
」
７
割
超

シールアンケートに話が弾んだロングラン行動

　
山
形
地
方
最
賃
審
議
会
は
七

月
二
九
日
参
考
人
意
見
聴
取
を

行
い
、
県
労
連
推
薦
の
労
働
側

参
考
人
の
一
人
と
し
て
、
医
療

生
協
や
ま
が
た
労
組
の
高
橋
史

恵
（
ふ
み
え
）
さ
ん
（
し
ろ
に

し
診
療
所
勤
務
）
が
意
見
陳
述

を
行
い
ま
し
た
。

　
高
橋
さ
ん
は
、
医
療
・
介
護

労
働
者
は
全
国
統
一
の
免
許
を

持
っ
て
お
り
、
全
国
ど
こ
で
も

働
く
こ
と
は
で
き
る
が
、
そ
の

賃
金
は
最
賃
の
違
い
が
影
響
し

て
、
都
市
部
で
は
高
く
山
形
県

か
ら
の
人
材
流
出
に
つ
な
が
っ

て
い
る
と
し
、
大
幅
引
き
上
げ

を
求
め
ま
し
た
。
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県
労
連
は
八
月
八
日
、
立
憲

民
主
党
山
形
県
総
支
部
連
合
会

の
事
務
所
を
訪
れ
、
当
面
の
政

策
課
題
な
ど
に
つ
い
て
懇
談
し

ま
し
た
。

　
県
労
連
は
参
院
選
後
、
自
民

党
な
ど
の
政
治
家
と
統
一
協
会

と
の
癒
着
、
安
倍
元
首
相
の
国

葬
問
題
、
深
刻
化
す
る
コ
ロ
ナ

の
感
染
拡
大
と
物
価
の
急
激
な

高
騰
な
ど
が
重
要
課
題
と
な
る

中
で
、
臨
時
国
会
を
速
や
か
に

開
く
こ
と
を
求
め
県
労
連
が
掲

げ
る
政
策
的
な
要
望
を
提
起
し

よ
う
と
、
県
内
の
立
憲
野
党
と

の
意
見
交
換
を
す
す
め
る
こ
と

に
し
て
い
ま
す
。

　
当
日
は
、
県
労
連
か
ら
勝
見

議
長
、
東
海
林
良
二
副
議
長
、

佐
藤
完
治
事
務
局
長
が
参
加
し
、

立
憲
か
ら
県
総
支
部
連
合
会
の

枝
松
直
樹
副
代
表
（
上
山
市
議

会
議
員
）
と
昨
年
衆
院
選
で
野

党
統
一
候
補
と
し
て
健
闘
し
た

選
挙
区
で
競
り
勝
ち
、
立
憲
は

九
議
席
の
増
と
な
っ
た
。
参
院

選
で
も
立
憲
は
比
例
の
議
席
は

改
選
数
を
維
持
し
た
が
、
減
っ

た
の
は
選
挙
区
だ
っ
た
。
そ
れ

は
、
一
人
区
で
の
野
党
共
闘
が

限
定
的
だ
っ
た
か
ら
だ
」
と
述

べ
、
野
党
共
闘
の
重
要
性
を
強

調
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
対
し
、
原
田
氏
は

「
野
党
共
闘
は
失
敗
し
た
と
は

考
え
て
い
な
い
。
私
た
ち
は
野

党
共
闘
を
推
進
す
る
立
場
に
立

っ
て
い
る
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
臨
時
国
会
に
向
け
て

の
政
策
要
望
書
を
提
出
し
ま
し

た
。
要
望
は
、
　
最
低
賃
金
全

国
一
律
・
一
五
〇
〇
円
、
中
小

企
業
支
援
の
拡
充
　
時
間
外
労

働
な
ど
労
働
規
制
の
強
化
、
最

低
保
障
年
金
制
度
の
確
立
　
ジ

ェ
ン
ダ
ー
平
等
の
推
進
　
コ
ロ

ナ
対
策
の
強
化
　
地
域
医
療
構

想
と
医
療
適
正
化
計
画
の
撤
回
、

ケ
ア
労
働
者
の
大
幅
賃
上
げ

　
消
費
税
五
％
減
税
・
イ
ン
ボ

イ
ス
制
度
導
入
の
中
止
　
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転
換

　
戦
争
反
対
、
九
条
守
る
、
非

核
三
原
則
厳
守
、
集
団
的
自
衛

権
行
使
容
認
の
閣
議
決
定
撤
回
、

　
原
田
和
広
・

　
山
形
一
区
総
　

　
支
部
長
が
対

　
応
し
ま
し
た
。

　
　
勝
見
議
長

　
は
冒
頭
、
昨

　
年
の
衆
院
選

　
結
果
を
と
ら

　
え
、
「
野
党

　
共
闘
は
失
敗

　
だ
っ
た
」
と

　
の
攻
撃
が
さ

　
か
ん
に
行
わ
　

　
れ
た
こ
と
に

　
対
し
、
「
野

　
党
が
共
闘
し
　

　
て
た
た
か
っ

　
た
か
ら
こ
そ
、

　
少
な
く
な
い
　

辺
野
古
新
基
地
建
設
中
止
、
の

八
項
目
。

　
原
田
氏
は
こ
れ
ら
の
要
望
に

つ
い
て
、
「
立
憲
民
主
党
が
掲

げ
て
い
な
い
も
の
は
こ
の
中
に

は
な
い
。
賛
同
で
き
る
課
題
ば

か
り
だ
。
機
会
を
と
ら
え
て
党

本
部
に
も
示
し
て
い
く
」
と
答

え
ま
し
た
。
枝
松
氏
も
「
次
の

会
議
で
皆
さ
ん
の
要
望
に
つ
い

て
報
告
し
確
認
し
て
い
き
た
い
」

と
応
じ
ま
し
た
。

　　
広
島
・
長
崎
に
原
爆
が
投
下

さ
れ
て
今
年
で
七
七
年
。
長
崎

原
爆
の
日
の
八
月
九
日
、
原
水

爆
禁
止
県
協
議
会
は
日
本
政
府

に
核
兵
器
禁
止
条
約
の
署
名
・

批
准
を
求
め
て
、
山
形
市
で
署

名
宣
伝
行
動
を
繰
り
広
げ
市
民

に
訴
え
ま
し
た
。

　
「
署
名
す
る
こ
と
を
素
通
り

で
き
ま
せ
ん
」
と
き
っ
ぱ
り
述

べ
て
署
名
し
た
の
は
、
高
校
三

年
の
女
子
生
徒
。
修
学
旅
行
時

の
長
崎
原
爆
資
料
館
で
の
衝
撃

が
、
核
兵
器
廃
絶
へ
の
意
識
を

強
く
し
た
と
言
い
ま
す
。
ロ
シ

ア
が
核
兵
器
を
使
用
す
る
か
も

と
い
う
不
安
を
抱
え
な
が
ら
も
、

ネ
ッ
ト
署
名
な
ど
「
で
き
る
こ

と
は
な
ん
で
も
し
た
い
」
と
熱

　
ロ
シ
ア
に
よ

る
ウ
ク
ラ
イ
ナ

へ
の
侵
略
戦
争

が
始
ま
り
、
半

年
が
経
過
し
ま

し
た
。
い
ま
だ

に
停
戦
の
見
通

し
も
立
た
な
い

ば
か
り
か
、
南

東
部
に
あ
る
ザ

ポ
ロ
ジ
ェ
原
発

を
標
的
に
し
た

砲
撃
も
続
い
て

い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
中
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ

国
民
へ
の
人
道
支
援
募
金
が
呼

び
か
け
ら
れ
、
県
労
連
で
も
三

月
か
ら
取
り
組
み
始
め
ま
し
た
。

加
盟
組
織
か
ら
の
募
金
を
は
じ

め
街
頭
や
メ
ー
デ
ー
な
ど
の
集

会
で
の
募
金
の
合
計
が
二
四
〇
，

二
〇
六
円
と
な
り
、
七
月
末
に

全
労
連
に
送
金
し
ま
し
た
。
全

労
連
か
ら
国
連
難
民
高
等
弁
務

官
事
務
所
な
ど
国
際
機
関
に
送

金
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

く
語
り
ま
し

た
。
ま
た
、

二
〇
代
女
性

は
「
ど
の
国

も
戦
争
を
起

こ
さ
な
け
れ

ば
平
和
を
保

て
る
。
自
分

の
思
い
通
り

に
な
ら
な
い

か
ら
と
い
っ

て
権
力
を
自

分
勝
手
に
使

う
プ
ー
チ
ン
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に

侵
略
し
核
で
脅
す
の
を
見
過
ご

せ
な
い
」
と
語
気
を
強
め
ま
し

た
。

　
勝
見
議
長
（
県
原
水
協
代
表

委
員
）
は
、
日
本
政
府
は
核
兵

器
禁
止
条
約
締
約
国
会
議
に
オ

ブ
ザ
ー
バ
ー
で
も
参
加
し
な
か

っ
た
こ
と
を
批
判
。
「
岸
田
首

相
は
被
爆
国
の
首
相
と
し
て
の

行
動
を
と
る
べ
き
だ
」
と
訴
え

ま
し
た
。

県
労
連
、
立
憲
民
主
党
県
連
と
懇
談

臨
時
国
会
に
向
け
、
政
策
課
題
を
要
望

原
田
氏
「私
た
ち
は
野
党
共
闘
推
進
の
立
場
」

原
爆
投
下
　
　
年

長
崎
の
日
に
、
街
頭
署
名
宣
伝
行
動

呼びかけに応えて署名する市民

左から原田氏、枝松氏、勝見氏、東海林氏、佐藤氏
（8月8日立民事務所内）
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